
 

（１）復旧・復興事業 

① 震災復興特別交付税                      4,802 億円  （㉗                       5,898 億円、▲1,096 億円、       ▲18.6%） 

② 規模           ．1 兆 7,9900 億円程度（㉗2 兆   ．60 億円、▲2,200．億円 程度、▲10.8% 程度）

（２）全国防災事業 

規模             1,310 億円  （㉗    4,905 億円、▲3,595 億円、  ▲73.3%） 

 
 
 
 
 
 

 
 

総 務 省 自 治 財 政 局 
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１ 通常収支分                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 東日本大震災分                           

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 地方財政計画の規模 85兆7,700億円程度（前年度比＋   5,000億円程度、＋0.6%程度） 

② 地方一般歳出       69兆9,200億円程度（  同  ＋   6,100億円程度、＋0.9%程度） 

③ 一般財源総額            61兆6,792億円（   同   ＋   1,307億円、＋0.2%） 

・水準超経費除き                   60兆2,292 億円（                同         ＋      607  億円、        ＋0.1%）  

 

④ 地方交付税の総額      16兆7,003億円（㉗16兆7,548億円、 ▲                  546億円、▲ 0.3%）

⑤ 地方税及び地方譲与税   41兆1,344億円（㉗40兆1,773億円、＋   9,571億円、＋ 2.4%）

⑥ 臨時財政対策債      3兆7,880億円（㉗ 4兆5,250億円、▲   7,370億円、▲ 16.3%）

⑦ 財源不足額        5兆6,063億円（㉗ 7兆8,205億円、▲2兆2,142億円、▲28.3%）

平成 28 年度地方財政対策の概要 

Ⅰ 平成 28 年度の地方財政の姿 
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地方が地方創生等の重要課題に取り組みつつ、安定的に財政運営を行うことができ

るよう、地方交付税等の一般財源総額について、平成27年度を0.1兆円上回る額を確保 

・ 地方交付税総額（出口ベース） 16 兆 7,003 億円（前年度比 ▲546 億円、▲0.3%） 

・ 交付税の別枠加算については、地方税収の動向等を踏まえ、平時モードへの切替え

の観点から廃止 

一般財源総額 61兆6,792億円（前年度比 ＋1,307億円、＋0.2%） 

    一般財源（水準超経費除き）の総額 60 兆 2,292 億円（ 同 ＋607 億円、＋0.1%） 

※ 一般財源比率（臨時財政対策債を除く一般財源総額が歳入総額に占める割合）  67.5％程度（㉗66.9%） 

 地方債総額      8兆8,607億円（前年度比 ▲ 6,402億円、▲6.7%） 

臨時財政対策債    3兆7,880億円 （  同    ▲          7,370億円、  ▲16.3 %） 

臨時財政対策債以外  5兆  727億円 （  同     ＋           968億円、  ＋ 1.9 %） 

 

 

 

 

 

 

１ 地方財源の確保                                                   
 

 

 

 

 
 

・地方税   38 兆 7,022 億円（前年度比＋1兆 2,103 億円、＋ 3.2%） 

・地方譲与税   2 兆 4,322 億円（  同  ▲   2,532 億円、▲ 9.4%） 

・地方交付税  16 兆 7,003 億円（  同  ▲    546 億円、▲ 0.3%） 

・地方特例交付金      1,233 億円（  同  ＋    44 億円、＋ 3.7%） 

・臨時財政対策債   3 兆 7,880 億円（  同  ▲    7,370 億円、▲16.3%） 

 

 

 

 

 

 

・通常債                   4 兆 2,827 億円 （前年度比          ＋    868 億円、＋    2.1%） 

・財源対策債                 7,900 億円 （   同              ＋    100 億円、＋    1.3%） 
 

 

２ 地方交付税の確保                          

 

 

 

 

 

 

【一般会計】          15兆1,578億円 

① 地方交付税の法定率分等        14兆3,295億円 

・所得税・法人税・酒税・消費税の法定率分     14兆5,106億円 

・国税減額補正精算分（⑳、㉑）          ▲1 ,811億円 

Ⅱ 通常収支分 

2



 

地方の重点課題である高齢者支援や自治体情報システム改革等に取り組むために

必要な経費を地方財政計画の歳出に計上 

地方公共団体が自主性・主体性を最大限発揮して地方創生に取り組み、地域の実情に

応じたきめ細かな施策を可能にする観点から平成 27 年度に創設された「まち・ひと・

しごと創生事業費」について、平成 28 年度においても引き続き１兆円を確保 

② 一般会計における加算措置           8,283 億円 

・折半対象以外の財源不足における補塡（既往法定分等）      5,536 億円 

・臨時財政対策特例加算           2,747  億 円 

【特別会計】              1 兆．5,425 億円 

① 地方法人税の法定率分          6,365 億円 

② 特別会計における加算措置等         7,060 億円 

・交付税特別会計借入金償還額        ▲ 4,000 億 円 

・交付税特別会計借入金支払利子               ▲ 1,584 億円 

・平成 27 年度からの繰越金          1 兆 2,644 億円 

③ 地方公共団体金融機構の公庫債権金利変動準備金の活用      2,000 億円 

 

（参考）地方交付税の推移（兆円） 
 ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ 

地方交付税 15.2 15.4 15.8 16.9 17.4 17.5 17.1 16.9 16.8 16.7

 

 

３ 重点課題対応分（仮称）の創設                    

 

 

 
 

○  重点課題対応分（仮称）                     2,500      億円（皆増） 

・自治体情報システム構造改革推進事業            1,500 億円（皆増） 

・高齢者の生活支援等の地域のくらしを支える仕組みづくりの推進    500 億円（皆増） 

・森林吸収源対策等の推進                   500 億円（皆増） 

 

 

４ まち・ひと・しごと創生事業費の確保                 

 

 

 

 

 

※ 地方創生の深化のための新型交付金（地方創生推進交付金）については、まち・ひと・しごと

創生事業費とは別に同交付金の地方負担に応じて地方財政措置を適切に講じる 
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・ 地方税・地方譲与税等が大きく伸び、リーマンショック以前の水準まで回復 

・ これに伴い、折半対象財源不足が大幅に減少し、臨時財政対策債の発行も大幅に抑制 

（前年度比 ▲7,370億円） 

・ 交付税特別会計借入金を償還 4,000億円            （  同    ＋1,000億円） 

地方の重点課題に対応するための歳出や公共施設の老朽化対策に係る歳出を重点的

に確保（4,000 億円）した上で、同額を歳出特別枠（地域経済基盤強化・雇用等対策費）

から減額（実質的に前年度水準を確保） 

・ 平成 28 年度中に「公共施設等総合管理計画」を策定するよう要請しており、平成 28

年度にはほぼすべての団体で策定されることなどを踏まえ、「公共施設等最適化事業費」

を増額 

・ 公共施設等の維持補修費を増額 

５ 公共施設の老朽化対策の推進                     

 

 

 

 

 

  

○ 公共施設等最適化事業費        2,000 億円（＋1,000 億円、㉗1,000 億円） 

○ 維持補修費         1 兆 2,200 億円程度（＋600 億円程度、㉗1 兆 1,601 億円） 

 

 

６ 歳出特別枠の確保                          

 

 

 

 
 

○ 地域経済基盤強化・雇用等対策費          4,450 億円（㉗ 8,450 億円） 

 

 

７ 地方財政の健全化                          
 

 

 

 

 

 

 

・地方税・地方譲与税等  41 兆 2,577 億円（前年度比 ＋    9,615 億円、＋ 2.4%） 

・折半対象財源不足      5,494 億円（  同   ▲2 兆  3,565 億円、．▲81.1%） 

・臨時財政対策債の発行額 

折半ルール分      2,747 億円（  同   ▲1 兆  1,782 億円、▲81.1%） 

元利償還金分等    3 兆 5,133 億円（  同   ＋     4,412 億円、＋  14.4%） 

・地方債依存度     10.3% 程度（  同   ▲0.8%程度） 

・地方の借入金残高   196 兆円程度（平成 28 年度末見込み）（東日本大震災分を含む） 

   ※199 兆円程度（平成 27 年度末見込み） 
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消費税・地方消費税の引上げに伴う社会保障の充実分等の所要額を計上 

平成28年度における財源不足 5兆6,063億円（㉗ 7兆8,205億円） 

    うち折半対象財源不足    5,494億円（㉗ 2兆9,059億円） 

退職手当の負担が引き続き大きい地方公共団体があることから、退職手当債の措置を

延長（10 年間、地方財政法を改正） 

８ 財源不足の補塡                           
 

 

 
 
 
 
○ 平成 26 年度から平成 28 年度までの間において適用することとされている国と地方

の折半ルールに基づき以下のとおり財源不足を補塡 

 

 【折半対象以外の財源不足】       5兆      569億円 

① 財源対策債の発行          7,900    億円 

② 地方交付税の増額による補塡           7,536    億円 

・ 一般会計における加算措置（既往法定分等）      5,536    億円 

・ 地方公共団体金融機構の公庫債権金利変動準備金の活用     2,000    億円 

③ 臨時財政対策債の発行（既往債の元利償還金分等)    3 兆 5,133    億円 

 

  【折半対象財源不足】                                  5,494 億円 

① 地方交付税の増額による補塡(臨時財政対策特例加算)          2,747億円 

② 臨時財政対策債の発行(臨時財政対策特例加算相当額)              2,747億円 

 

 

９ 平成２８年度の社会保障の充実                     

 
 

 

○ 社会保障の充実分等の事業費（公費負担） 

・社会保障の充実分      1 兆 3,548 億円（㉗1 兆 3,517 億円） 

・社会保障４経費の公経済負担増分      3,684 億円（㉗    3,537 億円） 

 

 

１０ 退職手当債の延長                                
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復興・創生期間においても、復旧・復興事業等について通常収支とは別枠で整理し、

地方の所要の事業費及び財源を確実に確保 

 

 

 

○ 震災復興特別交付税                         

 

 

 

 
 

 ○ 震災復興特別交付税                               4,802億円 

                      （前年度比 ▲1,096 億円、▲18.6％） 

○ 震災復興特別交付税により措置する財政需要 

① 直轄・補助事業の地方負担分                  3  3,547 億円 

② 地方単独事業分                                   894   億円 

・単独災害復旧事業                             376    億円 

・中長期職員派遣、職員採用等                             518      億 円 

③ 地方税等の減収分                             361   億円 

・地方税法等に基づく特例措置分                               279   億 円 

・条例減免分                                     82   億円 

※ 平成 28 年度の所要額は、4,802 億円であるが、予算額は年度調整分 1,324 億円を除いた 3,478 億円

（平成 27 年度予算額：5,898 億円）となる。 

※ 震災復興特別交付税の平成 23～28 年度分の累計額は 4兆 1,121 億円 

 

 

Ⅲ 東日本大震災分 
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１．自治体クラウドの推進（コスト構造改革）

○ 自治体クラウドの導入に必要な業務システムの標準化及びハード
ウェア整備等に係る経費や、データ移行作業、途中解約等システム移
行に係る経費（自治体情報セキュリティクラウドを含む。）を計上。

２．情報セキュリティ構造改革

○ マイナンバーの情報連携が始まる平成29年７月までに、都道府県や
市区町村が行う、住民情報の流出徹底防止やLGWAN接続系とインター
ネット接続系の分割等所要のセキュリティ対策を講じるための経費等
や、今次導入される自治体情報セキュリティクラウドの運用・管理等
に係る経費を計上。

３．マイナンバー制度の基盤になる住基ネット等の運用

○ マイナンバーの付番等に用いる住民基本台帳ネットワークシステム
の運用経費や中間サーバ・団体内統合宛名システムの運用経費といっ
た情報連携に向けて必要となるシステムの運用に係る経費を計上。

４．地方公会計システムの整備・運用

○ 統一的な基準による財務書類等を作成するために必要となる地方公
会計システムの整備・運用に係る経費を計上。

５．デジタル方式に移行した消防救急無線システムの運用

○ 平成28年５月末までに消防救急無線がアナログ方式からデジタル
方式に移行することから、デジタル化したシステムの運用に係る経費
を計上。

自治体情報システムにおける自治体クラウドの推進、情報セキュリ
ティ対策、マイナンバー関連システムの運用、地方公会計システムの
整備・運用、デジタル方式に移行した消防救急無線システムの運用に
要する経費を地方財政計画に計上（1,500億円程度）。

自治体情報システム構造改革推進事業
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○ 人口減少や高齢化が著しい地域においては、一体的な日常生活

圏を構成している「集落生活圏」を維持することが重要であり、

将来にわたって地域住民がくらし続けることができるよう、地域

住民が主体となって、地域の課題解決のための持続的な取組体制

の確立（地域運営組織※の形成）を図る必要がある。

○ このことから、高齢者の生活支援等の地域のくらしを支える仕

組みづくりとして、地域運営組織の持続的な運営等に必要な費用

を地方財政計画に計上。

高齢者の生活支援等の地域のくらしを支える仕組みづくりの推進

【平成28年度における措置（市町村 500億円程度）】

（１）地域運営組織の運営支援のための経費

地域の生活やくらしを守るための組織である地域運営組織が持続可

能な活動を継続できるよう、地域運営組織の運営に係る所要の経費を

計上。

（２）高齢者等のくらしを守る経費

地域における住民同士の支え合いによる高齢者支援の取組（高齢者

交流、声かけ・見守り、買物支援、弁当配達・配給食、雪下ろし等）

に係る所要の経費を計上。

※ 地域運営組織

地域の生活やくらしを守るため、地域でくらす人々が中心となって形成さ

れ、地域内の様々な関係主体が参加する協議組織が定めた地域経営の指針に

基づき、地域課題の解決に向けた取組を持続的に実践する組織。地域課題の

多様化・広域化により、自治会・町内会では対応が困難な課題について、既

存の自治会・町内会を補完しつつ、住民自治を充実させるための新たな仕組

みとして、主に小学校区で形成。
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平成２８年度事業費 ５００億円程度

森林吸収源対策等の推進

（１）林地台帳の整備の推進

・森林整備に必要な基礎情報を林地台帳として整備

（２）森林所有者の確定、境界の明確化、施業の集約化の促進

（３）林業の担い手対策

・新規に就業しようとする若者等に対する研修、定住促進

・就業者へのキャリアアップ研修や福利厚生の充実 など

（４）間伐等により生産された木材の活用

・公共施設への木材利用

・木質バイオマスエネルギーへの活用の推進 など

○ 地球温暖化対策について、我が国は2020年度の温室効果ガス削減

目標を2005年度比で3.8％減とすることを国際約束しており、その達

成のためには、温室効果ガス排出抑制対策に加え、国・地方を通じ

た適切な森林整備により、森林の温室効果ガス吸収量を増加させる

取組が不可欠

○ また、平成27年12月に国連気候変動枠組条約締約国会議(COP21)に

おいて、温室効果ガス排出削減等のための新たな国際枠組みである

「パリ協定」が採択された

○ このため、平成28年度税制改正大綱も踏まえ、今後市町村が主体

となった森林整備等が円滑に実施されるよう、森林整備の実施に不

可欠な地域の主体的な取組に要する経費について、従来の森林・林

業振興対策に加え、所要額を地方財政計画に計上

森林吸収源対策等の推進
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（単位：億円）

平成28年度
（見込）

平成27年度

① 857,700 852,710

② 387,022 374,919

③ 24,322 26,854

④ 1,233 1,189

⑤ 167,003 167,548

⑥ 88,607 95,009

う ち 臨 時 財 政 対 策 債 ⑦ 37,880 45,250

⑧ ▲ 79 -

⑨ ▲ 589 ▲ 275

616,792 615,485

67.5% 66.9%

10.3% 11.1%

〇 交付税特別会計借入金残高  32.4兆円（平成28年度末見込み）
　※平成27年度末見込み　32.8兆円

主
な
地
方
財
政
関
係
指
標

一般財源総額　 ②＋③＋④＋⑤＋⑦＋⑧＋⑨

一般財源比率

地方債依存度　

〇 地方の借入金残高   　196兆円程度（平成28年度末見込み）
　（東日本大震災分を含む）

　※平成27年度末見込み　199兆円程度

区分

歳 入 合 計

地 方 税

地 方 譲 与 税

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

地 方 債

全 国 防 災 事 業
一 般 財 源 充 当 分

復 旧 ・ 復 興 事 業
一 般 財 源 充 当 分

②＋③＋④＋⑤＋⑧＋⑨
①

程度

⑥
①

主な地方財政指標積算基礎（通常収支分）

（参考）

程度

程度
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387,022 億円 374,919 億円 3.2 ％

24,322 億円 26,854 億円 ▲ 9.4 ％

1,233 億円 1,189 億円 3.7 ％

167,003 億円 167,548 億円 ▲ 0.3 ％

88,607 億円 95,009 億円 ▲ 6.7 ％

う ち 臨 時 財 政 対 策 債 37,880 億円 45,250 億円 ▲ 16.3 ％

▲ 79 億円 - 億円 - 

▲ 589 億円 ▲ 275 億円 114.2 ％

約 857,700 億円 852,710 億円 約 0.6 ％

616,792 億円 615,485 億円 0.2 ％

602,292 億円 601,685 億円 0.1 ％

約 203,300 億円 203,351 億円 約 ▲ 0.0 ％

退 職 手 当 以 外 約 185,800 億円 185,291 億円 約 0.3 ％

退 職 手 当 約 17,500 億円 18,060 億円 約 ▲ 3.3 ％

約 358,000 億円 350,589 億円 約 2.1 ％

う ち 補 助 分 約 190,100 億円 185,490 億円 約 2.5 ％

う ち 単 独 分 約 140,400 億円 139,964 億円 約 0.3 ％

う ち ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 事 業 費 10,000 億円 10,000 億円 0.0 ％

う ち 重 点 課 題 対 応 分 （ 仮 称 ） 2,500 億円 - 億円 皆増 

4,450 億円 8,450 億円 ▲ 47.3 ％

約 128,100 億円 129,512 億円 約 ▲ 1.1 ％

約 12,200 億円 11,601 億円 約 5.1 ％

約 112,100 億円 110,010 億円 約 1.9 ％

う ち 直 轄 ・ 補 助 分 約 57,700 億円 57,252 億円 約 0.8 ％

う ち 単 独 分 約 54,300 億円 52,758 億円 約 3.0 ％

う ち 緊 急 防 災 ・ 減 災 事 業 費 5,000 億円 5,000 億円 0.0 ％

う ち 公 共 施 設 等 最 適 化 事 業 費 2,000 億円 1,000 億円 100.0 ％

約 25,100 億円 25,397 億円 約 ▲ 1.0 ％

う ち 企 業 債 償 還 費 普 通 会 計 負 担 分 約 15,900 億円 16,247 億円 約 ▲ 2.1 ％

14,500 億円 13,800 億円 5.1 ％

約 857,700 億円 852,710 億円 約 0.6 ％

約 843,200 億円 838,910 億円 約 0.5 ％

約 699,200 億円 693,151 億円 約 0.9 ％

維 持 補 修 費

１．平成28年度地方財政収支見通しの概要（通常収支分）

歳 出 合 計

（ 水 準 超 経 費 を 除 く ）

地 方 一 般 歳 出

(注) 本表は、地方公共団体の予算編成のための目安として作成したものであり、計数は精査の結果、異動する場合がある。

公 債 費

投 資 的 経 費

公 営 企 業 繰 出 金

水 準 超 経 費

全 国 防 災 事 業
一 般 財 源 充 当 分

歳 入 合 計

「 一 般 財 源 」

（ 水 準 超 経 費 を 除 く ）

歳
　
　
　
　
出

給 与 関 係 経 費

一 般 行 政 経 費

地 域 経 済 基 盤 強 化 ・
雇 用 等 対 策 費

項　　　　　目
平成28年度
（見込）

平成27年度
増減率

（見込）

歳
　
　
　
　
入

地 方 税

地 方 譲 与 税

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

地 方 債

復 旧 ・ 復 興 事 業
一 般 財 源 充 当 分
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4,802 億円 5,898 億円 ▲ 18.6 ％

約 12,600 億円 13,717 億円 約 ▲ 8.0 ％

333 億円 355 億円 ▲ 6.2 ％

79 億円 - 億円 皆増

約 17,900 億円 20,060 億円 約 ▲ 10.8 ％

約 16,400 億円 18,024 億円 約 ▲ 8.8 ％

1,254 億円 1,683 億円 ▲ 25.5 ％

うち地方税等の減収分見合い歳出 361 億円 730 億円 ▲ 50.5 ％

約 17,900 億円 20,060 億円 約 ▲ 10.8 ％

（注）本表は、地方公共団体の予算編成のための目安として作成したものであり、計数は精査の結果、異動する場合がある。

（２）　全国防災事業

720 億円 708 億円 1.7 ％

589 億円 275 億円 114.2 ％

- 億円 1,524 億円 皆減

- 億円 2,397 億円 皆減

1 億円 1 億円 0.0 ％

1,310 億円 4,905 億円 ▲ 73.3 ％

- 億円 3,922 億円 皆減

1,310 億円 983 億円 33.3 ％

1,310 億円 4,905 億円 ▲ 73.3 ％

（注）本表は、地方公共団体の予算編成のための目安として作成したものであり、計数は精査の結果、異動する場合がある。

歳
　
　
出

全 国 防 災 対 策 費 に 係 る
直 轄 ・ 補 助 事 業 費

公 債 費

計

項　　　　　目
平成28年度
（見込）

平成27年度
増減率
(見込)

歳
　
　
出

直 轄 ・ 補 助 事 業 費

地 方 単 独 事 業 費

計

歳
　
　
入

地 方 税

一 般 財 源 充 当 分

国 庫 支 出 金

地 方 債

雑 収 入

計

歳
　
　
入

震 災 復 興 特 別 交 付 税

国 庫 支 出 金

地 方 債

計

２．平成28年度地方財政収支見通しの概要（東日本大震災分）

（１）　復旧・復興事業

項　　　　　目
平成28年度
（見込）

平成27年度
増減率
(見込)

一 般 財 源 充 当 分
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（ 参 考 ）

387,742 億円 375,627 億円 3.2 ％

24,322 億円 26,854 億円 ▲ 9.4 ％

1,233 億円 1,189 億円 3.7 ％

171,805 億円 173,446 億円 ▲ 0.9 ％

167,003 億円 167,548 億円 ▲ 0.3 ％

4,802 億円 5,898 億円 ▲ 18.6 ％

88,940 億円 97,761 億円 ▲ 9.0 ％

37,880 億円 45,250 億円 ▲ 16.3 ％

約 876,900 億円 877,675 億円 約 ▲ 0.1 ％

622,982 億円 622,366 億円 0.1 ％

約 203,300 億円 203,351 億円 約 ▲ 0.0 ％

退 職 手 当 以 外 約 185,800 億円 185,291 億円 約 0.3 ％

退 職 手 当 約 17,500 億円 18,060 億円 約 ▲ 3.3 ％

約 358,000 億円 350,589 億円 約 2.1 ％

う ち 補 助 分 約 190,100 億円 185,490 億円 約 2.5 ％

う ち 単 独 分 約 140,400 億円 139,964 億円 約 0.3 ％

う ち ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 事 業 費 10,000 億円 10,000 億円 0.0 ％

う ち 重 点 課 題 対 応 分 （ 仮 称 ） 2,500 億円 - 億円 皆増 

4,450 億円 8,450 億円 ▲ 47.3 ％

約 128,100 億円 129,512 億円 約 ▲ 1.1 ％

約 12,200 億円 11,601 億円 約 5.1 ％

約 112,100 億円 110,010 億円 約 1.9 ％

う ち 直 轄 ・ 補 助 分 約 57,700 億円 57,252 億円 約 0.8 ％

う ち 単 独 分 約 54,300 億円 52,758 億円 約 3.0 ％

う ち 緊 急 防 災 ・ 減 災 事 業 費 5,000 億円 5,000 億円 0.0 ％

う ち 公 共 施 設 等 最 適 化 事 業 費 2,000 億円 1,000 億円 100.0 ％

約 25,100 億円 25,397 億円 約 ▲ 1.0 ％

うち企業債償還費普通会計負担分 約 15,900 億円 16,247 億円 約 ▲ 2.1 ％

14,500 億円 13,800 億円 5.1 ％

約 17,900 億円 20,060 億円 約 ▲ 10.8 ％

1,310 億円 4,905 億円 ▲ 73.3 ％

約 876,900 億円 877,675 億円 約 ▲ 0.1 ％
約 ％
約 717,100 億円 717,043 億円 約 0.0 ％

（注）本表は、地方公共団体の予算編成のための目安として作成したものであり、計数は精査の結果、異動する場合がある。

投 資 的 経 費

歳 出 合 計

（ 水 準 超 経 費 を 除 く ）

地 方 一 般 歳 出

東

日

本

大

震

災

分

復 旧 ・ 復 興 事 業 費

全 国 防 災 事 業 費

歳
　
　
　
　
出

通
　
常
　
収
　
支
　
分

給 与 関 係 経 費

一 般 行 政 経 費

う ち 臨 時 財 政 対 策 債

歳 入 合 計

地 域 経 済 基 盤 強 化 ・
雇 用 等 対 策 費

「 一 般 財 源 」

公 営 企 業 繰 出 金

水 準 超 経 費

公 債 費

維 持 補 修 費

震 災 復 興 特 別 交 付 税 以 外

震 災 復 興 特 別 交 付 税

地 方 債

歳
　
　
　
　
入

地 方 税

地 方 譲 与 税

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

平成28年度地方財政収支見通しの概要
（通常収支分と東日本大震災分の合計）

項　　　　　目
平成28年度
（見込）

平成27年度
増減率

（見込）
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（ 参 考 １ ）

地方財政計画の伸び率等の推移 （単位：％）

対 前 年 度 伸 び 率
年 度

地方財政計画 地方一般歳出 地 方 税 地 方 交 付 税

昭和５６年度 ７．０ ５．５ １３．４ ７．９

５７ ５．６ ４．５ １１．７ ７．０

５８ ０．９ ０．２ ▲ ０．１ ▲ ４．９

５９ １．７ ０．３ ６．８ ▲ ３．９

６０ ４．６ ３．５ １０．６ １０．９

６１ ４．６ ４．３ ６．９ ４．０

６２ ２．９ ２．９ ０．６ ０．６

６３ ６．３ ５．７ ９．４ ７．５

平成 元 年度 ８．６ ７．１ ８．１ １７．３

２ ７．０ ６．７ ７．５ １０．３

３ ５．６ ７．４ ６．１ ７．９

４ ４．９ ５．９ ４．１ ５．７

５ ２．８ ４．４ １．６ ▲ １．６

６ ３．６ ４．６ ▲ ５．７ ０．４

７ ４．３ ３．６ ３．６ ４．２

８ ３．４ ２．３ ０．１ ４．３

９ ２．１ ０．９ ９．６ １．７

１０ ０．０ ▲１．６ ３．９ ２．３

１１ １．６ １．８ ▲ ８．３ １９．１

１２ ０．５ ▲０．９ ▲ ０．７ ２．６

１３ ０．４ ▲０．６ １．５ ▲ ５．０

１４ ▲１．９ ▲３．３ ▲ ３．７ ▲ ４．０

１５ ▲１．５ ▲２．０ ▲ ６．１ ▲ ７．５

１６ ▲１．８ ▲２．３ ０．５ ▲ ６．５

１７ ▲１．１ ▲１．２ ３．１ ０．１

１８ ▲０．７ ▲１．２ ４．７ ▲ ５．９

１９ ▲０．０ ▲１．１ １５．７ ▲ ４．４

（ ６．５ ）

２０ ０．３ ０．０ ０．２ １．３

２１ ▲１．０ ０．７ ▲１０．６ ２．７

２２ ▲０．５ ０．２ ▲１０．２ ６．８

２３ ０．５ ０．８ ２．８ ２．８

２４ ▲０．８ ▲０．６ ０．８ ０．５

２５ ０．１ ▲０．１ １．１ ▲ ２．２

２６ １．８ ２．０ ２．９ ▲ １．０

２７ ２．３ ２．３ ７．１ ▲ ０．８

２８ ０．６ ０．９ ３．２ ▲ ０．３

（注１）（ ）内は、税源移譲分を除いた伸率(平成18年度の地方税に所得譲与税を含めて伸率を算出)

である。

（注２）平成24年度以降は通常収支分の伸率である。
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( 参 考 ２ )

地 方 債 等 関 係 資 料
地 方 債 対 前 年 度 地 方 債 地方の借入金

年 度 計 画 額 増 減 額 依 存 度 残 高

（億円) （億円) （％) （兆円)

昭和５６年度 ４２，７００ ▲１，５７６ ９．６ ４３

５７ ３８，１００ ▲４，６００ ８．１ ４７

５８ ５０，０１１ １１，９１１ １０．５ ５２

５９ ４７，６０２ ▲２，４０９ ９．９ ５５

６０ ３９，５００ ▲８，１０２ ７．８ ５７

６１ ４４，２９０ ４，７９０ ８．４ ６１

６２ ５３，９００ ９，６１０ ９．９ ６４

６３ ６０，４８１ ６，５８１ １０．４ ６６

平成 元 年度 ５５，５９２ ▲４，８８９ ８．８ ６６

２ ５６，２４１ ６４９ ８．４ ６７

３ ５６，１０７ ▲１３４ ７．９ ７０

４ ５１，４００ ▲４，７０７ ６．９ ７９

５ ６２，２５４ １０，８５４ ８．１ ９１

６ １０３，９１５ ４１，６６１ １３．１ １０６

７ １１３，０５４ ９，１３９ １３．７ １２５

８ １２９，６２０ １６，５６６ １５．２ １３９

９ １２１，２８５ ▲８，３３５ １３．９ １５０

１０ １１０，３００ ▲１０，９８５ １２．７ １６３

１１ １１２，８０４ ２，５０４ １２．７ １７４

１２ １１１，２７１ ▲１，５３３ １２．５ １８１

１３ １１９，１０７ ７，８３６ １３．３ １８８

１４ １２６，４９３ ７，３８６ １４．４ １９３

１５ １５０，７１８ ２４，２２５ １７．５ １９８

１６ １４１，４４８ ▲９，２７０ １６．７ ２０１

１７ １２２，６１９ ▲１８，８２９ １４．６ ２０１

１８ １０８，１７４ ▲１４，４４５ １３．０ ２００

１９ ９６，５２９ ▲１１，６４５ １１．６ １９９

２０ ９６，０５５ ▲４７４ １１．５ １９７

２１ １１８，３２９ ２２，２７４ １４．３ １９９

２２ １３４，９３９ １６，６１０ １６．４ ２００

２３ １１４，７７２ ▲２０，１６７ １３．９ ２００

２４ １１１，６５４ ▲３，１１８ １３．６ ２０１

２５ １１１，５１７ ▲１３７ １３．６ ２０１

２６ １０５，５７０ ▲５，９４７ １２．７ ２０１

２７ ９５，００９ ▲１０，５６１ １１．１ １９９程度

（見込）

２８ ８８，６０７ ▲６，４０２ １０．３ １９６程度

（見込）
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